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【手続補正書】
【提出日】平成22年2月8日(2010.2.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３２】
　強磁性金属粉末のＢＥＴ法による比表面積（ＳBET）は、３０ｍ2／ｇ以上５０ｍ2／ｇ
未満が好ましく、３８ｍ2／ｇ以上４８ｍ2／ｇ以下であることがさらに好ましい。この範
囲であれば良好な表面性と低いノイズの両立が可能となる。強磁性金属粉末は必要に応じ
、Ａｌ、Ｓｉ、Ｐまたはこれらの酸化物等で表面処理を施してもかまわない。その量は強
磁性金属粉末に対し０．１％～１０％であり表面処理を施すと脂肪酸等の潤滑剤の吸着が
１００ｍｇ／ｍ2以下になり好ましい。
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